
岩手県内景気動向（令和８年１月判断） 

紫波町商工会 

※引用したデータは東北財務局盛岡事務所が経産省や東北経産局のデータを取りまとめたものである。 

１．個人消費 「一部に弱さがみられるものの、持ち直している」 

■個人消費は一部に弱さがみられるものの、持ち直している。 

百貨店販売は、一部店舗の閉店等により、前年を下回っている。  

スーパー販売は、購買点数が減少しているものの販売価格が上昇していることから前年並みとなっている。  

コンビニエンスストア販売は、パン等が好調となっていることから、前年を上回っている。  

ドラッグストア販売は、化粧品等が低調となっていることから、前年を下回っている。  

ホームセンター販売は、日用品等が低調となっているものの、季節商品等が好調となっていることから、前

年並みとなっている。  

家電大型専門店販売は、パソコン等が好調となっていることから、前年を上回っている。  

乗用車販売は、普通車及び軽乗用車が低調となっていることから、前年を下回っている。  

旅行は、海外が回復しているほか、国内も堅調となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．企業収益 「７年度は増益見込み」  

■法人企業景気予測調査（令和 7年 10-12 月期調査）でみると、7年度は、製造業で 7.8%、非製造業で

0.9%の増益見込みとなっており、全産業では 7.4%の増益見込みとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．企業の景況感 「 『上昇』超に転じている」  

■法人企業景気予測調査（令和 7年 10-12 月期調査）の景況判断 BSI でみると、現状（7年 10～12 月期）

は、全産業では「上昇」超に転じている。先行きは、全産業では 8 年 1～3 月期に「下降」超に転じ、8年

4～6月期に「上昇」超に転じる見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．消費者物価 「前年を上回っている」  

■前年を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．企業倒産 「件数は前年を上回っており、負債総額は前年を下回っている」  

■件数は前年を上回っており、負債総額は前年を下回っている 

 

 


